
国際科科目 rGlobal StudiesJの開発と実践

地理歴史科今野良祐

本校は、 2008年に国際教育推進委員会を設置して以来、国際教育の全学校的な展開を目指して様々な取り

組みに注力してきた。なかでも 2012年からの新学習指導要領の実施に際して大幅な教育課程の改編を契機に、

国際教育の本格化を呂的に学校設定教科「国際科」を立ち上げた。本稿では f国際科」設立初期の 4科目の

うち、 3年次一般選択科目の rGlobal StudiesJの科目開発とその実践 (2013"'-'2015年度)について報告する。

キーワード 国際教育 ESD Global Studies アクティブ・ラーニング グローバノレ人材

1. はじめに

本校は、 2008年に打ち出された筑波大学F付属学校の3

つの教育拠点構想を受けて、特にlill際教育に力を入れて

取り組んで、きた。こうした取り組みをさらに発展させる

ため2011年3月にはコーネスコスクールに加盟し、「総合

学卒|の特色を生かした多角的アプローチによる ESDの

描並」をテーマとして総合判ヰ教育と開i牲の高し¥ESD

の実践に取りた11み始めた。また、 2014年より文音i刑守宅、

スーパー・グローバル・ハイスクーノレ (SGH)に指定さ

れ、ヌドイ交がこれまで取り組んできた国際教育 .ESD実践

がさらなるがi速を遊げる宇品幾となった。

とはし 1え、初期の国際教育の実態は特定の時期に特定

の生徒のみが享受できる国際教育の側面があったことは

否定できない。 海外1妙ト学習(修学旅行)で海外に閥抗
したり、、帰村もの留学生を受け入れたりと、国際的な

取り組みは行われてきたものの、その取り組み自体やそ

こでの学びが侍和tしなし叶勾善的なイベントと化している

1H1J面があった。そこで求められたのは、日常における国

際性の緬養、すなわち授業における国際教育の利樹ヒで

あった。 2009f!三3月の新学習指導要領の告示を受けて、

2011年度入学生より l年前倒しで新課程を知j包すること

とし、教育課程の大III~な見直しを行っι そして、新課

程では学校設定教科として国際科を設置し、 4つの科告

を開発することになったO すなわち、 2f!三次 (2012年度

から)科目群溺ミ科目 f国際社会j、2年次一般選択科目

r Discussion & Debate J、3:{~三次 (20131~三度から)一般選

択科臣「比較文化論j、rGlobal StudiesJの4つである。

これらの科目は基本的に誰でも自由に溺尺できる科目と

して配置しであり、様々な専門分野を学ぶ生徒が溜尺し

てくることを期待している。そして多面的・多角的な視

里子からの学習活動を提供し、本校のESDや国際教育の推

進に教科としても貢献していこうとしている。現在では

新たな開発科目や「インドネシア詰J、f国際フィールド

ワークjなどの時間割外科目なども含めて国際科として

10科目以上を開設している。

ヰミ干高では、国際科設立初期の 4科目のうち、 rGlobal 

StudiesJ の科目開発とその実践 (2013~20日年度)につ

いて報告する口なお、「国際社会j、IDiscussion& DebateJ 

については、工藤・塗田 (2013)、工藤 (2014)にてすで

に科目開発・実践報告がなされているので参照されたしも

2. rGlobal StudiesJの授業設計

本科目での単元構成は、:t/j耳高(今野2012)で報告した

「地理AJでの単元開発の成果を取り入れ、世界の現炊

のj部j卒や問題構造の把握にとどまらず、その改善・解決

に向けての具体的なアクション(行動化)まで、フOロセス

に組み込むなどの工夫をしている。

授業の内容(主題)は先述の「地理AJで先取りし

て取り組んだ内容に加えて ESDの諸側面としての開発

教育やグ、口一ノヤレ教育の側面を大きく反映させた内容と

した。いわゆる地球的関Eやグローノミノレイ、ンューなど持

続可能な開発や特と続可能な社会づくりに関する事象に焦

点をあてて、学習方法においても開発教育で多用されて

いる参加型学習を多く取り入れたc 基本的に授業は2時

間で1テーマが完結するように展開して、授業内容に関

する小レポートを毎待問執筆させて次時まで、に提出させ

る。レポートの内容は、授業者がとりまとめて次時の授

業の冒頭においてクラス全体でj捕し、新しい学習テー

マへの矯渡しとしている。 20日年度から 2015年度まで

の 3年間の年間J受業計画を表 1~3 に示した。

-48-



表1 2013 Global Studies年間授業計画
月日 主題 邦題 使用教材・手法

4/16 (火) 日owto study GS? / General asp日ctsof the global issues ガイダンス、 Iq際問題キーワード メンタノレマソプ、 liI:斜地図(ミラーほu1‘)
一一 一一一一一 一

2 4/23(火) The biggest class in the world IjII:'fI. 大きな授業J

3 4 
5/7(火) The trade gam日 r tマ易ウームjから考える南北IIIJ脳 '["1易ゲームはさみ紙クリップコンパス
円一一一一一円円町内一一

lf the world were a village 01' 100 peopl， lリ-7ンヨヴ7'版 111作が L l.~ 100人の村だった :)15/14(火) IltI:採がむし 100人の村だったら j

5 5/21 (火) I-low do we understand about the worldつ jli:'fI.をj[しく j1j!fq't.ゴl{J託するつ ミユ地球儀の作成、ピークーズマップ

6 5/2S(火) Th巴 (-11仕立【lifferencefrom the statistics 統計 j也121から鎚!おωJil_lJ域主をぷむ 二1'1'111豆!作!，Ii:. I~I JIIJ，関 統計データ {"，鉛主任
件ザムaー-

Case study fi'om the stOl・y Poverty and Development 
ー+・ドー

期 8 7 凶一卜6//一411(一火(火)) 
J"Jさん家の IJiぅ、C)Xj'えるi11J，jとIJfI発 !1-lf7 レイ、 7~ イy ・ 1.1、ー:ンゲ 、'Irt"ン?
一一一一…一日…一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

Discussion: Poverty and Development 上り"ぃil;"〆3く!'JU)j'片山υ)111111'1' を!¥バろ ゲiliンt・7ンまン0 ディスカッシ o) ン

9 6/IS(火) The structure 01' Disempo'日山し and Development ¥11 ~、， ' '!， I~I 叱 1I1今 I IIJ~ 1中(吋ui!立付ノりJ、ノJ'修lNI IFlld !'ln('I"l¥' \JI)C~')OIS 1 t【)'I/U)V，I日UJ壮一f
一一一一一一一一一戸一一一一……一一一一一一一一

10 6/25 (火) Thc power of CJothings UNIQLO x UNHCR 11111(/)チカラj rJIIlのずカラ jプロジェクトlIi前活設

11 7/2(火) How to Act & Summary of 1st term !.11(，¥IQif.1[出)J'i"'(:'!:' ，':';1支ノL"ッ七イコ J テスト l川 141;引高A"{:I¥川支ノI:'{[!白;::'1'11'.'(コンクーI!/I
‘品。

12 7/9(火) 1st term test; Essay contest fo1' JICA 01' others fjJCMLW，l協}J'i'学生向校生エッセイコンテストJ01' qíj~自火学向校生自学生作文コンず--，レj

13 り/3(火) ']、hepowcr of CJothings UNIQLO >: UNHCR 11111(/)チカラ| IllIiu，.f')jう!l' I"lil'>(火11I1分:j . ic送11;，':

14 り/IO(火) Consicler 1，hat factor 01' U nsustainable society r'H"'/c l行~なよL~~づくりを liI[';iトしぐいる'!t 181 グループワーク 岳、 tJん g¥ J~~': n1t 

15 り/17(火) What should we do for Sustainable古ociety? i'i校11JiiElfrl.S>;づくり，}Jために，:':rf グルーアワーク ふ lUv. KtjPi~JL *'スター妊夫

16 10/日(火) What shoulcl we do f・01'Sustainable soci己ty? 1 ，IJ ~\"L ! 1 J i立 ι11;:づくりU)I，:I，んに，¥:ii:%'Llこでさること グルーフ戸ワーク ふlt人 間 ii'f~iC *'スタ-1t夫

17 IO/15(火) く|民生授業>The poverty problem in Phillipines Vi'1主!の:11';111~' DilとI出]}I主性 グループワーク ふ性ん 十日 ji'f~i\. *、スタ-4t'N_

ザ件以ー、
18 JO/22(火) ESD sY111posium pre event: Discussion ;なれぐ ')fí~~!ιìl:色づくり u)l:. め lニ，ú;j'/.'I ，[こでさろこと ポスター裕夫、ディスカッション

期 19 IO/29(火) Stand Up Take Action! Stand Up Take Action! Stand Up T品keAction! 

20 11/5(火) '1'he energy problem エネルギ-II¥IWを考える IJ!;(子力コンビンサースi、経7:1ランキング

21 1I/12(火) 3D dcbal.c -Which Electl'ic I'owcr Gcncration is thc bcst?- よりよ1、必'I'[):))訟をJ<，'える :lIlデイベート :)1)デイベート

22 11/19(火) palm oil -what's the meaning of good for the earth- パームillJ 地球にやさしいってやjだろうつ I l_;、。ーム主IIO)~.ri1 ーヲh

23 J2/3 (火) 2nd term final report J perfect in-meal 

24 12/10 (火} '1、heHYOTAN Island problem fひ jたん，I:!;I::J組iから汚える多文化jl:'I， iひょうたんお11¥1凶 J、イ 7/¥:;7 

25 12/17 (火) Environmental probJem in pictures I !l Wω~'lJ畑山lWを写ょぜから.l5えてみよう どクチャ一三之Jノ- 111料各地(/)，ヴ t;t

井寸，u，ー 26 1/ 14 (火) "Ric白"-'1'heC臼1111110nsof Japan巴田 p剖 ple- 11，，]':人ωコモンス fお米J~考える IlVIl I :j's;jとがf主八られなくなる 11.1

期 27 1/21 (火) "Sanuki-UDON" -'1、helo<:al traclitional fi∞c1- 1 2' vJ. きうど /vj 泊、ら吟える JI~jl主と IIIW 1I;J~lrlli IUDONJ . 11，央I(S:12'ぬさうどん[こ;8ろfιii111

28 l/28(火) 3rd periocl final test 

表2 2014 Global Studies年間授業計画
月日 主題 j:l~題 使 FH教材・ま江主
4/14 (乃) How to stucly GSつ ガイグンス、 [Iil際!日i版キーワート‘ メンタルマップ、 111:界地Izl (ミラー|玄111:)

2 4/21 (JJ) The bigg自白tclass in th己world 1111科 大きな綬業201 ~ J 

3 4/28 (FJ) I-low c10 we understand about the worlcl'l 111: !Nを正しく Hl!irj!(. t:J)I.寸るつ ムニJIIlJ~R 的 ωI'I'j;¥l ピークースマッフ
一一町内v・曹司司'一円#一一一一

4 5/12 (Ji) The area c1ifference fi'om the statistics 統計 iせ;1乏i泊、ら後|訟の地J)lX:&を;涜む τjて出向it1者 ['=IJIi'I)，:(1 t!，r'i1I'データ (/， 1':; 1r~ 

5 5/19 (Jl) lf the world were a village of ] 00 people 11111ががもし 100人の1::Jだったらj I')-~ ン 1'17' I~j IIJ:!Nがt，L 100 人の4:.1'1:~ ったん|

6 5/26 (J]) The tracle game 1 tマ易ゲーム j カ、ら~える南北 I I\ J 組 11ι1Iゲーム f:1t:み~ クリッフ コンパス
ヴ........ 日 ー・・ ・占・ ・色・ ・晶 且...... ・・骨・畠畠畠・』・a且畠・・・ 4ト宇田咽 ・ー ・阿古・・...........酔・・・・ ・M・・4

期 7 6/2 (JJ) 
Case study 1'1'0111 the story : Poverty and n 「ルイスサビjから考える貧困と開発 7レインストンゲ ，)工ヒンク カ子コライ1

8 6/9 ()']) Discussion: Poverty and Development テーイスカッション flJfJ発jを考える L.iJ:モンL・ランjン7' 子~スカツン iン MDGs. SDGs 

9 6/16U]) Design for new international contribution by students lùj1J~!!:.1ご 11'らできる 新 Lt'IQI'りl'tlftkU)プザイン ブレインストーミンク
園内一一…一一円・…一一一【【戸一一一一一一一一噌一一

6/23 (月) How toAct & S l'y 01' 1st period Ill~ 1) r1 心ソリシク 1.11イ凡 j?;l~. 1';-JlJIu-d.と山 ディスブJッ;ンョン

11 6/26(本) Th巴powcrof Clothings UNIQLO x UNHCR IIIF1(/)チカラj 1 )lIlωチカラ jブ lコジコクト /1¥前講義 |地

12 7/9(火) 1st term test; Essay contest for JICA orothers rnCA国際協力中学生.・潟校生エッセイコシテスト j

13 9/1()}) The power ofClothings UNIQLO xUNHCR 1)恨のチカラj i 11tiu).j-カラ 11' l"lll'lぷ1HI分:i 発j2';11すこ
ー・4凶・・ ι，..血，畠.圃h・・ ー・』・4晶‘・・・‘・ι ・ーー 骨 晶ー目‘‘晶晶‘・・・・』晶晶a・ー・凶 ι ・ ・骨・ 4ト4・ー・ ・・a也也・ーーー・

14 り/日UI) What's the factor 01' "Global human resource"つ グローハル人料について l孟ま孟
15 9/22υ二}) Stancl Up Take Actionl Stand Up Take Action! Stand υp Take Action! 

山一一戸山由一.._.一一一一一……'一円一一一……~..，一一町一一一…町一一一一'・一一喝、，
山山岡町市 4降、山・目町、."........叫園町【......門司げ曲目、引....，.~...._...町....一一_............一一一一一一一一一一一

16 9/29( Jl) “Sanuki-UDON" -The 1α:al traditional food- 1，さぬきうどんjから符えるj位j戒と 1":持 l映 ~fíí fUDONJ、11;1(似 rさぬきうどんにjQる危{後j
明 咽......ー・町.守曹E・6・...咽、..， Fザ場、.........u..骨骨、.........・・.......・.....曹'ザザ曹司...曹.，骨...............................曹司.. 腎.........曹曹司司 a司曹司ぜ.曹e・咽.......・ 6・....•... ，、，首町司 ‘F司、........・・・予・ト噛F目咽凶 ........................".._...町M .............・ ーぜもす 町a官官 S司冒唱、河守、曹..，・r岨・・....

17 IO/6U}) Watching the UDON 1110vie due to Typh∞n 
声寸.u，ー

期 18 IO/20(J1) 
“出ce"~'l、he Commons 01' Japanese p印 ple- 1'1 ~，:人 ω コモン 7~' rお米jを冷える 。VIlIお米が食べられなくなる!ごIJ

19 IO/27(J1) Consider that factor 01' food problem J 同，'c"rí~tJ: ìJ:会づくり {':llll';i;'している主主治l ク‘ループワーク 今:1!.:..&...._j右il可iI
唱曲・e・油国恒 ・a・・鼻今曲v・.....岨 ...• 

20 IO/31(令) What should we do for Sustainabl白 society? nあ/~llfu1s(:: tI. :':/)く ij(j)ために，(1;1企ゾlーに'C'さること 12ループワ-') ふ寸j-λ f'l;l:j;!i紙 7j~' スター係 '1<

21 Il/IOUI) ESD symposium pre event: Discussion !，H~)'~ I!fiittl: tL~~づくり山ために川 1'):'1'， 1 こ fさること
Iポ;j;ススタターー持従必炎、 デディィススカカッッーンションョン

22 12/1 (j]) ESD吋山poslumpre巴vent:Discussion Revi巴W t!rf，'e IlfiiE九 n~，づくり U)ために，~'Ií1';;' 1，1こできるーと

23 12/8 UJ) 2nd term final report I perfi配 tin-meal 

24 12/15 (月) Hijab -Coexistence of multiculture- f ヒンャブj から~.える多文化 jl/lë DVD Iヒジャブj

一 25 12/22 (月) The HYOTAN lsland problem Iひ lうたん):-/;1制限jJ泊hら考える多文化!VI |ひょうたんぬIlll児島) 、 lJ-)~7 H. 'jンキンP
-声F

Crisis in our Commons I Between th日worldand myself 

圃・ ・.....晶圃ー・唱曲畠晶M・.........・・ 4鼻且晶A・・

期 26 
1/19 (Jl) j七イ!IIU(Ul!，ι除、仏と 11I界的うおがりを}!;).る fひ1:フ1こん尚1/:1足Ii JJVll rトレラノス: I 命山Jf.t{~し、 i
・咽..晶曲‘..・・ ・事事畠且岨

27 1/26 UJ) Revenge! The trade game for everyones happiness 貿易ゲ ムjから考える南北U¥JJffi l笠めゲーム r;l六み紙 クリップ コンパス

28 1/27(火) 3rd period nnal tes主 J 
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表3 2015 Global Studies年間授業計画
月日 | 主題 I 3;r~題 | 使用教材・呈注
1 14/20 (月) 1 How to study GS? 1カイダンス、メンタルマップ iメンタルマップ、 ili:W地国(ミラー図1lJ

2 14/27 UJ) 1'1、hebi邸側 lessonin the world いIH:~界ー大きな授業2015J 1 r 111界守大きな授業2015J

3 15/ 11 (Ji) 1 11' th白 worldwere a village of 100 people 1 r I":!Nがもし IOu人の+，jだったら J 11リール!ツ7版 [11界がもし 100人のj:，jだったらJ

4 15/18(JJ) IThetradegame 1 r貿易ゲーム」から考える i'(;j:H:I日山fi 1.11_gゲーム は六み紙、クリソプ、コンパス

_ 1 5 15/25UJ) ICase study [1"om the story : Mr， Nana's family 卜!十さん去のー 11から有えるお|￥!と!Hj発|トJげレイ γレイン・1ト川町、 'lLl"ンケ
… 一… F …一一一一一一…一一

学 16 16/1 (n) 1 Case study from the story : Poverty anc! Development ドルイスの化jから考える録的と:IJH1e 17'"イン・/，1ペンゲウバ《川、カテコマ 7イス

期 I7 Iい6/刈自(川)月1)附u鉛
Is引どi川5引(工5引]り)島 JWh 且t 山 ωwe吋山d山of，伽O町r山 ta心川川白幻山ain山ina川1白b凶lル記 f伽i必le¥i仇ωv叫r
9引|怜6ν/2泣2(J1)川1M附y¥V川Oωrlc!2却01日51川Conve川刊ntl削Oω印110加11t山he刊白 I町~i均i氾g仰h加1抗ts of t山he児eChild 1 士11 ニかうこそごさと，j¥h;イiitlバ1;:づく川'ノ υ〆=川 My world 2015 

1016/2<)()け one minute vidω& Summary of 1st period い学期のまとめ lone minute video 

11 17/6 (月) 1 1st， term test; Ess品yeonte喧tfor JICA 01' othe1's 1 r JJCAltll燦WJ力Iや学生・高校生エッセイコンテスト.J

1219/4(令) IWhat'自 thefaetor of "Global human resouree"'J 1グローノりし人材について i誌え

13い/7()J) IJ-lijab-C附 xistenceof l11ulticulture- 1 rヒジ γア Jから考える多文化共作 IIJI'IJ rヒジャフ j

1419/お()j) IThe HYOTAN lslnnd problem I rひ 1:，) 1こん!:/，[IlIJWJから巧える多文化JI"/L1 rひょう/こんj訪問題J 、11--1('プレイ、 7パンf

ニ115110/5 ()j) ICrisis in our Commons I The World Food Day 201 5 1 共有財産の危機/世界食糧デ-2015 I rひょうたん向11日出」、世界食出デ
学 I16110/19UJ ) IWhy the starvation has beenじontinuedin AJhca'l Iアフリカ飢餓の安広 Iフォトランゲージ、グループテ'イスカヅンヨン

期日孔一一一一一一一一一一 一一一一一 つ一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
1 1711O/26(}j) 1“Sanuki-UDON" -Th日 localtraditional f;ωd- いさぬき〕どんjから身える地l戒と [II:W 11則前 IUDONJ 、11対象[さぬきうどんに迫る危機j

181Iu/30(金) 1 "Hice" -The C0111mons of Japanes日 people- 11'1 ，+:人のコモンズ f;t.5米j を考える 11)¥1)) fお米が食べられなくなる FlJ 

19111/2(J-J) IWhereareOurFc的cls& Waar fl・0111') 布、たらω水と i'tnはどこから来ているつ |グループワーク、スーパーωチラン、 111今治l地図

20 1l/9(JJ) IWJ】atshould we clo 1'0αr ouωlはr明 i抗'0泊正oclsustじt礼11山inabi汁li江t

11υ川/川i白糾-ぺiゆ<) IESD symp】OSIU111 1 

21 !l2/7(月) IMceting about Food sustainar泌tyI One postcard for all 剖l1Ile I 1 

22112/14(月) 11"∞d sustainability / Making Promotio!1 Vid白o I持続可能な食t1i't境 PV ii;成 !グループワーク、 i映像作成

学 I23112/21()1) 11"凶dsustainability / Making h・omotionVideo I持続可能な1:t潔Jjll'V il'成 iグループワーク、映像作成

期!日ぷ弓一孟JEli-ujKLF一一一一一一一一…… -

251l/25(月) IWatc:hlng PrOll1otioll Vi.dω!3rd period final test 

年によって若干の変動はあるものの、概ね図 1のよう

な単元構成をとっている。 1学期!に凱元えの開発教育教材

を利用して、世界全体を見渡して現状を理2解することに

努め、学期末に JICA中学生・高校生エッセイコンテス

トなどの小論文執筆に取組ませた。また、 2学現月以降は、

し、くつかの身近な事象や事例を取り上げ、他人事では済

まされない様々な問題に対し、どのように対応したらよ

し、かを考えた。頭のなかで教科書通りの正解を思しす苗く

だけでは、 35t1犬はイ可も変わらない口 m支のチカラプロジェ
クト(ユニクロ)や世界寺子j草軍動(ユニセフ協会連~ID 、

オ斗;交主催で毎年開催している「高校生国際ESDシンポジ

ウムJ(本校主催)にj探して、授業内での学習成果を海外

から招鴨した高校生にフ。レゼ、ンテーションをするなど、

授業内で実i烈こし 1くつかのアクションiこ耳滋旺んた

世界一大きな授業、 100入村など
貿易ゲーム、開発ディスカッションなど
JICAエッセイコンテストなど

エネルギー問題、お米、さぬきうどんなど
世界食韓月間、高校生だからできることなど
多文化共生、コモンズ(共有財産)など
般のチカラ、寺幸子産運動、 StandUp!など

!蛮 1 Global Studiesの単元構成の概要

3. 取り組みの実際

授業では基本的に日ヰミ語(説明・レポート)を使用す

るが、国際科の授業であるので授業タイトルやワークシ

ートの指示文などは英語で記載した。レポートについて、

英語で角卒答したものについては若干の加点をした。秋に

行われるESDシンポジウムに際して、海外から招轄した

高校生との交流授業が予定されているので、少しでも英

語に関する苦手意識を払しょくさせたいねらいがあったO

各授業の様子について、 2014年度の取組みをベースに

写真やワークシートをまじえて概略を示す口

<自 Howtostt均 GS?>
授業の冒頭は「グローノヤレ(イ可でも)ノくスケット」か

ら始めて出席確認を兼ねるO 円形に座り、英語で出され

たお題への該当者が席を移動するものである。その後、

科目概要を説明してメンタルマッフ。を書いてもらう口

く自 The biggest lesson in the wo削>
世界同時期実施イベントである「世界一大きな授業」

(教育協力NGOネットワーク(介の叩)主催)に参加す

る。指哉字の不利益の体験的理解の予算配分のワークを

通して、教育の重要性を再認識する。最後に政府への要

望書を執筆する。
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く届 How do we unde附 ndabout the wo出?>
初回授業で書いてもらったメンタルマップ。と世界地12Q

のギャッフ。があり、世界の地理的ni蕊哉を深めていく必要

があるが、世界地図と現実世界(地球)との間にもギャ

ッフ。があり、その要因をミニ地球儀づくりを通して理解

する。最後に高緯度が拡大されるメルカトノレ図法を社詐り

してつくられたピーターズ函法の作者の意図を考える。

く同 Ifthe wo附 werea village of 100 people> 
fワークショッフ。版世界がもし 100人の村だ、ったらJ

(2003年、開発教育協会)を用いて世界の伊J犬の保験的

に理解する。その後、本文を輪読して、読後の気持ちを

レポート報嘩する。その多くが f驚いたJIかわいそうj

「なんとかしたしリというもので

く画 τhear，問di汗恥erenc偲efl凶f介romt廿f肘 t匂atis似刷i出説副S説甜批t甘ticにCωs>
前時の 100人村のワークを受けて想像を上回る規模

の貧困や格差があることが確認された。そこでどのよう

な貧国の状態がどこで、生じているのかを視覚的に石信志す

るために総務省統計局『世界の統計Jの「開発途上国の

社会・環境t観察Jを用いて主題12Q(統計地図)の作成を

行ったO アフリカなどの低緯度に位置する途上国に貧困

の状態が集中している様子が石信忍できた。

3年虫色唖A-1-2統計地弱から巧える俊界丹民主 ~鍵闘の絶滅lll-

指標rs l}) ~， ;il，l 〆五イ~.~\~ "宮崎(メ)j 主主止血

匂王T 甲府h

ct 

dnヂ鱈

く自 The trading game> 
前持まで学習してきた貧l!lについて、私たちもその要

因にもなりうることを示唆したうえで f貿易ゲ、~副耐-一一一戸一白-白白

(ω20∞02年、開発教育協会)に取り組む。ゲームはグルー
プごとに配られた道具を使って、製品をっくり、マーケ

ットで販売してお金を稼ぐというシンフツレなものである。

「お金を一番稼し叱、グノいーフ。が!勝ちで、す二頑張ってくだ

さしリのフレーズでゲームが始まるが、技術(ハサミ)

と資源(紛の両方を持ってし1るグルーフ。出i慎調に什業

を進めるが、資源のみがたくさんあるグ、ループ。や何もな

し1グノレーフ。はどうしたらよし1かわからない。そんな保子

を見計らって、 fこのゲームの名前は貿易ゲームですっと

{宿志すると、ク》ーブ。間で、の交渉・貿易が始まってゆく。

ゲームの途中で国際機関役の授業者より、技術支援 (1

分間のハサミの貸し出し)や新たな資源の開発(紙の迫

力的、特定のグループ。に有利になるような取決めを行う国

際会議などのイベントが挿入される。ゲームは、予定調

和的に先進国を模したグ凡(ブ。が圧倒的な勝利をおさめ

た。また、彼らが途上国を模したグ、ルーフ。を支援するこ

とはなく、ただ資源を搾取する様子が見られた。

本ゲームを通して世界の貿易の現状を件三出資的に理活科一

るとともに、貧困国の支援に踏み出せなかった生徒から

は100人村のレポート時に述べた「なんとかしたしリと

し¥う気持ちがきれいごとで

うだ0 このJ受業の当初から説いていた「教科書;的な工iミ解

を述べるだけでは世の中は変わらなしリということを身

を持って痛J惑した生徒が多かったようえ

くIZIc臼as臼es山1柱tu叫j

IMDGsつてなに?'"'--世界のためにわたしがでで、きること

へ~MDG白S ワ一クシヨツフO期j庖包マニユア/ルレ川J ( (特特士活)国国1際燦

協力 NGOセン夕一(JAN悶サ叫ICο)i世主界の「貧しし、リ」 を半分

に白 MDGs2015キャンペーン事務局)掲載のストーリー

「ナナさん一家の一iヨJI少年ルイスの死」を読み角札、て

貧国の要閣を分析した。
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の開発の視点としてA経済、 B環境、 C意思決定、ひネ

ットワーク、 E健康、 Fゆとり・安心、 G教育、 H文化・

多様性、 1Dお荷の9つを提示した。これらを最も優先す

べき司~項としてダイヤモンドランキング、(参考: r貧困と

開発~豊かさへのエンパワメントJ2∞5年、開発教育協
会)でまとめたものをレポート課題とした。本時ではダ

イヤモンドランキングの十崩禁ごとに分かれて、開発でイ憂

先すべき~~項は何かとし 1 うお題で、受講者全員でディスカ

ッションに取り組んf二議論は、どの字国禁が一番優先す i 仇

べきかというところから始まり、次第に各手国禁が関連し

合っていることや包含する概合、で、あるなど複眼的に開発

を考えていかなければならないとし1う方向に議論が向か

つてし1く。議論のまとめとして、特定分野の開発だけに

注力してきたことで、{也σ)fJUJiIIJに歪を生んできたこれま
での歴史の反省から、経済開発・環境開発の両立だけで

なく、人間関発や社会開発など様々な側面についても総

合的な観長から期完可能な開発に取り組むことが必要な

H寺代であることをj街忍した。また、 j主i連ミレニアム開発

目標 (MDGs)や持続可能な開発問票 (SDGs)を紹介し

て、 2015年までに達政すべき開発目標の達成提出交差につ

して分析することをレポート課題とした。 2015年は世界

的耳元主且みであるMyWorld 201 5に参加した。

きことを 5つ選択し、役累する> 6つを巡んだ君主訟を簡潔!こ述べよ。主主主2箆妥結累は以下のiiJilJ
li)~" 
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く員Designfor new intematio悶 lcon廿ibutionby students> 

株式会社a.schoolの岩田拓真氏を講師として招へいし

て (2014年度のみ)特別授業を行ったO 高校生が得意な

こと・好きなことと世界の困りごと(問題)のかけ合わ

せによって高校生ならではの発想による国際貢献アイデ

アの創出に取り組ん7二
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く図 The power of Clothings UNIQLOxUNHCR > 
ユニクロ「届けよう!月i誌のチカラプロジェクトJは、

不要になった子ども服を回収して、難民キャンプの子ど

もたちに届ける国際協力フoログラムである。難民問題な

ど、のフ。ロジェクトの背景や前年度のフ。ロジェクトの成果

などをユニクロ社員による1=1=151言受業で石信忍したあとで、

どのように校内で、フOロジェクトを進めていくかを話し合

った口プロジェクト期j包の 7~9 月 i宇の役割分担を決め、

回収ボックスの作成と昇降i二lへの設置、 l学期終業式で

の回収告知、近隣jJ¥朝交への協力依頼、学=佼診し明会で、の

中学生への協力依頼、 9月の文化祭で、の回収ボ、ックスの

設置などに取り組んた

<困 1st terrn test; Essay∞ntest for J ICA or others > 
l 学期の学習成果をなlCAI~際協力エッセイコンテス

トjのlωo字以内のエッセイ(小論文)にまとめること

をl今場j末考査の代替とした。

<園 Thepower of Clothings UNIQLOxUNHCR > 
2学期の始まりは、夏休みにかけて集まった，子ども服

の発送付業に取り組んた約2ωo着以上集まった服で、体

育館はいっぱいになった。

く図 Wh陥a説ばfお'也'sttせthef，伯actoαrof"ち'GωG
13昨]咋乍今、その重要性が高まっているグ、ローノくノレ人材につ

いて、その定義を考えるとともにそのような人材になる

ためのアクションプランを考えた。

く自 Stand Up TakeAction! > 
貧困をなくすために立ち上がるスタンドアッフ。キャン

ペーン f“世界的アク、ンョン"StandUp 丁池eAction!J(動

く→動かす主催)に校内参加して、前日寺で考えたアクシ

ョンプランを書いたフリッフ。を掲げて立ち上がる。

く国 TheWorld F∞dDay/ 
“Sanuki-UDON" -τhe local traditional ~∞d-> 

10月は「世界食料デ一月間jとして、 1=]常の食生活か

ら世界の食問題を考える様々な活動が行われる。本科目

で、は、食環境をめくGるいくつかの|笥題を取り上げたの、ら、

「食」を主題とした本校主催の高校生国際ESDシンポジ

ウムに際して交流授業lこ耳対u3_んだ。

まずは、さぬきうどんを事例として取り上げ1~ さぬ

きうどんは、原料の小麦やIJ::¥汁に用いるイリコや醤油な

と、、は説1=J?1域社設或に産地を持ち、地域の産物を利用した古

くから地域に愛されてきた郷土料控の1つである。瀬戸

大橋開通やメディアで、の宣伝なども手伝って幾度となく

うどんブームが到来した一方で、さぬきうどんを支える

不安定で、)j儲号な産業基盤や過剰なブームによる負の1R1情

などを素材として存続可能な開発を考える単元とした。

<国“Ria"-The Commons of Japanese people-> 
日本に|取らずアジアの主食である fお米JIこスポット

をあてる。授業者も製作に関わった「お米が食べられな

くなる出 (2011年、アジア太ヰヰ1二資料センター(PARC)) 

を初オとして、日本の米づくりが組閣こ瀕してし1る現状

と要因の分析、 1993年にlヨ本を冷夏に見調:われた際にお

米の貿易をめくやって生じた問題などを取り上げ、私たち

の主食で、あるお米の存続可能性iこっし 1て議論した。
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<回 Whatshould we do for our fl∞dsus泊inability?> 

前H寺までにさぬきうどん、お米とし¥った身近な食環境

に潜む問題や世界とのつながりを学んできた。それらを

ふまえて、食環境をめぐる様々な開題をドーナツチャー

トに表して問題の広がりを確認した。そののちに、グル

ープに分かれてテーマを設定し それぞ、れのテーマの持

続可能性を阻害している要因を訪弘、出し、解決のために

高校生の私たらにもで、きることを考察した口 2015年度は

啓発のための映像作品(全36分)づくりに取り組んだ。

く闘 ESD symposium pre event : Discussion> 
前11寺までの考察をポスターにまとめて、 ESDシンポジ

ウムに際しての交流授業においてポスタープレゼンテー

ションに耳対立ννだ。海外から招]得した高校生に対して説
明をするので、当然すべてのやりとりを英語-で、行った。

<国3Dde凶te-Whichξ脱出cPowerGene叫 onis the凶st?->

20日年の東日本大震災に際して発生した福島原発事

故以来、エネノレギー問題は一気に身近な話題となっt~

本単元では、 1r;r:玉燃料を中心としたエネノレギ一利用の拡

大と石油危機を契機とした原子力利用の有縫なとcのエネ

ノレギ一利用の変遷、水力・火力・原子力の主要発電ブ]i去

の特色を理解したうえで、この3つの発電方法のランキ

ングを考える。次時に、 3つの発電方法でわかれて、よ

りよい発電ブ']i去を考えるなD (Division:音13131)) ディベ

ート」に取り組んだ。授業の詳細はi:111稲(今野、 2013)

に詳述しているので、参照されたい。

く函 2ndterm百nalreport I pe巾ctin-flight meal > 
2学期のまとめとして、服のチカラプロジェクトや

ESDシンポジウムなどのアクションのふりかえりレポ

ートに取り組んだLまた、 3学期に焦点をあてる異文化
理解や多文化共生としりたテーマへの導入として、宗教

やアレノレギーなどを考慮してすべての乗客が満足する完

壁な機内食を提案するとし 1う課題を課した。特に調理を

専門的に学んでいる生徒は、上記条件だけでなく栄養配

分や見た目の彩りなども考慮するなど調理の授業で学ん

だ成果を活かしたメニューを考えてくれた。

125大アレノレギー食料

卵，乳. tJ、~.そば. ~喜平E生.えぴ，かに (以上が7大アレノレギー食品:特定原材料)

オレンジ，りんご，キウ フノレーツ，バナナ，もも，くるみ，大豆.まったけ，~まYも，

e♂砂，あわU、かいくら注さけ~)ゼラチン(特定馴相こふもの)
食物アレルギーを引き起こすことが明らかになった食品のうち，定例が多いものや症状が重篤

なもの 7tfhtJを凶特定原材料拘とし.過去に一定の頒/Jlで健康被害が見られた 18ds罰を“特定

原材料に単ずるもの"とし，これらを含む加工食品には通知で表示が推奨されているa

仙の食蛾罰 6)~ 
イスラーム:イスラームの規定と習慣に民IJって調理下た食事であり、隊I均投使Iflした製s弘、

主主jdZ;!?;認など手口出;ffTf;;;ti不可C1

ヒこと fo{aあいれi'7あニ11
一一一一つ

Tj.ll \宇L牧げ rT1いが ~t/f<'1l仏、オ二 I レマィ五 (;.f::':t -τ弘~ I I 

く囚 Hijab-Cωxistenωof multiculture-> 
3学期は異文化玉里解・多文化共生の側面から単元を構

想した。本時は、綾音隈鉱針肩「私と世界 6つのテーマ

と12の視点J(2011年、メディア総合研究所)所収の

IJ対象「ヒジャブJを用いて、多文化共生について議論し

むこの映像は、フランスのJ朝交lこ転校してきたムスリ

ムの少女に樹市がヒジャブを取りなさし吃指示するシー

ンから始まる。渋々指示に応じて教室に入ると、スカー

ブ、野球llJ'@など様々なかぶりものをしている開級生に出

くわすという?君子編映像であり、異文化の衝突や多文化共

生を考える格好の素材である。また、映像監腎の掲げた

テーマは「寛容j とし1うことで、映像内のどのようなと

ころに「寛容Jを感じたかをレポート課題とした。
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<圏 TheHYOTAN Island problem> 
前Ii寺のヒジャブ、、の事例を受けて、ローノレプレイを通じ

て具体的な問題としてとらえることを目指した。藤原孝

章著『シミュレーション教材「ひょうたん島問題J~多

文化共生社会ニッホOンの学習課題j](2008 j~三、明石書j苫)

用刊又の「ひょうたん教育の危機J(ニューカマーの教育問

題)と「ひょうたんパワーの消滅J(共有財産の危1幾)の

ワークに~S0%且んた

<園 Betweenthe wo似 andmyself> 
1 j~三聞の GlobalStudiesの学びの締めくくりは、オ又科呂

の大きなテーマである“私と世界のつながり"を改めて

考えることとした。初寸は先述の f私と世界j所収の「ト

レランスjと「命の度合しリの2つの映像を取り上げた。

「トレランスJは、原始人が文明を築き上げていくなか

で争いに発展していく短し 1フィクションf~た像であるが、

そのなかlこエゴ、コミュニケーション、ライノく勺/レ意識、

本能などのキ一ワ一ドが見;出j封jされる{作?乍三i品男品1で

に「円H州刻象に出てくる2人はなぜ戦うことになつたのだ、ろ

うか?列Jと!問間1古詞;司1札し、カか瓦けをし、 干矧恋駅f後麦に生徒に意見を出して

もらつ7たこO また、「命の度合しリは、自己中心的な行動の

末路や自然と人間の関係について多くの示唆を与えてく

れる作品である口こちらは映像を視聴後に「あなたはこ

のi決像からどのようなメッセージを受け取ったか」と発

問し、生徒からの意見を教室全体で共有する。ともに発

問に対する正解は干相王せず、生徒各人の自由な発想を期

待したD そして 2 つの映像を伊~í麦にほつの13対象に共

通するメッセージは何だ、ろうかj と間し 1かけてレポート

にまとめることを最後のレポート言県題とし7こ。 1年間の

授業で一貫してきた授業の思念を踏まえながらの発言や

作品に込められたメッセージとは異なる意見を持った生

徒も発言してくれて、事:物に対して多様な見方・考え方

が栴生することを改めて確認することができた。しかし

そのような状況下でもコンセンサス(合意形成)をして

し1かなければならないことを補足し そのためには様々

な守司吻を総合学科で学んできたように多角的な視iえから

学て月涜ける必要があることを最後に授業者の方で助言し

て、卒業を間近に控えた生徒たちへのエールとして授業

をf帝めくくったG

4. 3年間の開発実践の総括

本科目では、①広く国際情勢を理解すること、②国際

的な執題について考えたり、議論すること、③最後にそ

れらをふまえて持続可能な社会の実現に向けて行動する

ことを目標に掲げて、国内外の様々な事象を取り上げて

授業に取りMlJνできt:=o

①については、世界史的な国際情勢の学習というより

は、雨ヰヒ格差・貧困・構造131暴力・持続可能な開発とし1

った概念的なものから、さぬきうどん、お米、エネルギ

ー問題とし 1った身近な話題まで、取り上げて、広い視野か

ら私たちの住む世界を捉えることを目指してきfこや②に

ついては、手法として参加型学習を多絞して、生徒自身

による授業の題材の分析・思考・表現の機会を多く設定

した。また、前時のレポートの内容を次H寺の内容への嬬

渡しとすることで、次の学習内容への意見や*北含、を持っ

た状態で授業に臨むことができるので、主体的に授業に

参加しJやすし、態度を71ラ成することができる。したがって、

手法としてのアクティブ・ラーニングの側面と学習者自

身が主体的・育協]的(アクティブ)に学習(ラーニング)

に取り組めるような環境づくりを毎時間心がけた。③に

ついては、国際間題について学習する生徒の傾向として

「桝書的な正答を述べるだけで済ませてしまう」こと

や「実現可能性や現実を無視して論理的に正しし鳴平決策

を提示するj としづ知識偏重型の学習に終始してしまう

ことに授業者として頭を悩ませていた。どうしても遠い

世界の話題と片付けがちであるが、間接的にもi直接的に

も私たちが関与している問題は多くあり、他人事や{傍穿灘告観晃

者でで、は済まされないはずで

解決に貢献したいがどのようなアク、シンヨンを起こせばば、よ

し、かがわからないという声も椛(かれるO そこでヰ叫41~ で

は、 ")ætいを形にする機会"として毎時間のレポート訪y~ー

のほか、 inCAエッセイコンテスト」や「開発援助標語

コンテストJなどの外部団体主催のコンテストなどを積

極的に活用し1~ また、 "jJまいを行動に移す機会"として

iJ被のチカラプロジェクトJなど、既成のブ。iコグラムに授

業として参加して、実|捺にアクションを起こすことを体

験してもらった。生徒たちは身近なところからできる国

際協力に携わって若干の達jお惑を味わうとともに、こう

した活動を通じて問題のj明壬を広く理現卒してもらうこと、

そしてそれらの解決に向けて共に行動する仲間を集める

ことの重羽生と難しさに気づいたよう広少なくとも次

に自主的にアクションを起こすためのノ¥一ドルは低くな

っているはずである。幸いなことにGlobalStudi岱の受講

生による自主的なアクションがし1くつカヰ子われた。たと

えば、 2013年にフィリピンのレイテ島を直撃した台風被

害の「義損金集めJ、フリー・ザ・チノレドレンの「サイレ

ント・キャンペーン(沈黙の誓い募金)J、国際NGOプ

ラン・ジャパンが展開している ibecauseI am a giけ!J、
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おにぎりを食べてアフリカの子どもたちに給食を届ける

ITable For TwoJへの参加などがあった。

最後に、授業アンケートの集討す:古果について考察する。

20日年度と 2014年度は、各授業内容について、 4:と

てもよい、 3:よい、 2:よくない、 1 :無理の4件法

で鮪答してもらった(表4劇的。全体的に既成の開発教

育捌オの授業には肯定回答が多く集まっているD なかで

も「貿易ゲーム」は2013年度、 2014年度ともに人気の

授業で、あった。ハサミなどを使って製品を作り、それら

を売って音金を稼く守というシンフツレなゲームであるが、

資源などの一次産品が安価に流通している様子や先進国

有利の貿易協定など、実にうまく世界の貿易の様子を再

現しているD また、最もお金を稼し、だ、グノLーブ。が勝ちと

いうゲーム性を取り入れていることで、貧困にあえいで

しもグループ。を見捨て、交渉の窓口を閉ざしてしまうな

ど先進国を模したグルーフ。の本性が垣間見える。そして、

ゲーム終了後のふりかえりでゲーム内で生じた現象が現

実世界で起きており、私たちもそれに加担していること

を知った生徒はこの単元を境に一気に世界の見方が変わ

るようである。一方で、 fnCAエッセイコンテストjや

「シンポジウム交流授業でのポスタープレゼンテーショ

ンの準備j などアウトブ.0，/トが課されているものについ

ては、話守函が低し、「考えをまとめるのが苦手Ji時i習が

かかるJr面倒くさしリなどの理由によるものであるが、
想いを表現したり、行動することに重きを置いている科

目であるだけに、こうした苦手意識を払しょくできるよ

うにより一騒工夫をして指導していかなければならない。

2015年度は、石森 (2014)で、開発されたグローノヤレ教

育のアセスメント指標に基づいてアンケートを11問えし、

授業開始当初の4月と授業終了の 1月末の2度効包し、1

年間の授業を通しての自己の変容を自己評価してもらっ

た(表5)04 月の段階では、コミュニケーション (11~

13)、自己王監梓 (21~23) 、多1葉性の尊重 (24~26) など

の項自で評価が高く、一方で知識面白 ~3) が弱し 1とい

う、いわゆる総合判ヰの生徒らしし 1結果で、あった。 1年

間の学習を通して、加求良守蝶~に対する理解(I ~4) や

相互依存関係にある世界の実情 (8~10) 、そして地球市

民としての自覚・行動への意欲 (27~30) の項目で大11屈

な上昇が見られた。特に l年11司の授業で強調してきた世

界と私たちは相互依存関係にあることや地球市民として

の行動への意欲の項目で、有意に上昇がみられたので、一定

の成果があったものと考えたしL本アンケートでは量的

な調査に留めてしまったので、具体的な質的な変容につ

いては追い切れていなし 10 文部科学省スーパーグ、ローパ

ルハイスクール (SGH)にふさわしい国際科科目のあり

方について、引き続き開発と実践に取り系Uνでいきたい口
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表4 Global Studies学年末アンケート集計結果(左:2013年度、右:2014年度)

13 G10bal Sludi間学年末アンケート集計結果

日 1 ~'3 学Wl測に取りお1んだ以下の授業内容について、あてはまるもの却して下さい。
4 :とてもよい ~-l :よい 2:よくない 1 無理
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一「
主題 ; 4 3 2 1 

ガイダンス、国際問題の諸側面とキーワード

「貿易ゲームjから考える南北問題

~I~i世界がもし l∞人の肝ったらj から考える酬の状戸

世界を正しく理解・表現する。(地球儀作成、ピークーメマップ)

統計地図から主主販の地域主主なま古tJo(統計デ・ータの地図化)

少年fレイスの物誌から考える主主憾と開発(IJ自発ランキング)

よりよい社会づくりのための I開発lを考える(湖発ディスカヲション)

島臼)Gs述成状説、幸吉岡 (jJの剥奪)の構浩と開発のあり方を考える

101コニ夕日出張授業:I JiiilJJぅs阪のチカラjプ口ジzクト

111般のずカラプ口ジョクト作鞍会議、 i学lIJ!のまとめ

121 1学J訪米考査 JlCA'拡大作文コンテスト

1:-J 1 1/1誌のチカラJプロジ1 クト Iill収衣料{j:分け・発送作業
141各球史可能なき士会づくりを剛容している要因を考える(発表準備)

151持絞可能必社会づくりのためi乙高校生にできること(発表準備)

ls 1開発綾製j援言語コンテλ ト

171 [敏生綬業}貧闘のi慨深と地域性

181 IE.SDシンポジウム】事後的刊百な社会づくりのために高校生にできること;

19 1 Sumd up TakoA出凶

20川ニネノレギー問題を考える:よりよい発君主ランキング

21・tりよい発官VJ訟を考える .3Dディベート
22いfーム離1:地球iこやさしいってがIだろう?

231 2学献考変:ふりかえりレポート/究極の断食を考える

241 Iひょう1とん烏問題1から考える多文化共生

251 世界の環境問i滋î~写真から考えてみよう

2(j I 日本人のコそンズ fお米J~考える

271 IさぬきうどんIから考える地域と1世界

• I与[定i自宅専上位:3貿易ゲーム(8の、 10ユニクロ授業(3.5)、41止界がもし 1∞入の村 (3.5)

・否定回答上位ー12JICA・拓大作文(2.5)、19S1andUp Takc Action!(2.6)、15シンボ雪fl<<ii(2.7)

Iさぬきうどんjから考える地域と世界

日本人のコモンズ[お米1を考える

食環境の持続可能性を阻答じている袈凶を考える(発表懲俄)

町伊可能な社会づくりのために高校生にでさること{喧塑

ESD、ンン*ジウム海外ゲストとディスカッション(英語1開表)

21 I ES])シンポジウム デイスカツションふりかえり(日本新)

22 1 2ゑ鶏来考査・ふりかえりレポート/究授の機内食を考える

23 1 rヒジャブj から考える多文化共生・貿淡

24 1 I-ひょうたん制Uj閣1から考える多文化共生

25 1 j吋刊す産の危機、私と世界のつながり金考える
一 一一
26 型戸二竺ピ三三竺を竺竺主主主竺三一一階鋭機竺塑
'I~f定回答』二位:貿易グ、ーム(3.9)、世界がもし 100人の村 (8.7)、ヒジャブ&ひょうたん島(a.ß)

・否定l回答J:位‘ J1CA・:f(;大作文(2.ゆ、地球儀作成&ピサーだマ，7・(3.0)、シンポ準併li(a.1)

表5 Global Studies受講生におけるグローバル人材度自己評価 (4月と 1月の変容)
31手次一般選択科er Global StudlC sJ 

アンクート攻自11.石森 (20]4)の分析信事震を用いて作成したn
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